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ご寄付は大野地域の福祉事業に活用させていただきます。 

ありがとうございました。（11月15日～１月1４日受付分） 

ご寄付をいただきました 

《香典返しにかえて》 

（氏名） （故人名） （住所） 

木俣 智年 様 

高浜 郁典 様 

義村 宏子 様  

白井 富美子 様 

(木俣 ツヤコ  様) 

(高浜 毅 様) 

(義村 快治 様) 

(白井 和義 様) 

丸石 

宮内 

大野原 

林が原 

  ４件 

《一般寄付》 

匿名（障がい児の手助けのため） 

匿名 

２件 

２件 
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ふれあい相談所 

 

１３時～１６時 

１１月２１日秋晴れのもと、八坂集会所で『ふれあい市場』と『Ｕ６０競技大会』が開催され

ました。 

地域住民のふれあいと世代間の交流を図ろうと、昨年度から年１回行われております。今年度

はコロナ禍で開催が危惧されましたが、地域の皆さんが楽しみにされているということで、役員

の尽力で、無事に開催されました。 

『ふれあい市場』は、地域振興グループ「奉遊会」と共催で開催。地元の新鮮野菜や大竹市阿

多田島のいりこや、ハマチのお刺身、また、女性ボランティアグループ「結よめな」手作りのク

リスマスリースなどが並びました。人気の品のテントには開始前から行列！ 

ご近所さんと来場された木村久枝さんは「ここは店がないでしょう。こうやって地元の新鮮な

ものが買えるのはうれしいですよ。買い物だけでなく、みんなと会ってしゃべるのが楽しいわ」

と話され、コーヒー片手にさながら青空サロン。 

『Ｕ６０競技大会』は、６０歳以下の人が参加し「まくら投げ」「だるま落としゲーム」「ビ

ーンボウリング」で点数を競いました。 

 

 大野７区では、新興住宅の若い住民が地元に早くなじめるように、世代間交流事業として、子ども神

輿や盆踊り、三世代を対象としたクリスマス会を開催しています。 

 ７区に引っ越してきてよかったと思ってもらえるよう、毎年工夫を凝らした内容で行事を開催し、案

内をポスティングして参加者を募ってきました。 

 例年のクリスマス会では、餅つきをしたり、カレーライスやケーキを食べたりと、若い親子や地域の

人が集会所に入りきらないほど集まってにぎわいます。 

しかし、今年は、コロナウイルス感染拡大防止のため、すべての行事が中止になりました。「子ども

たちのために何かできることはないか」と考え、家族でクリスマスを楽しんでもらいたいと、区内の小

学生にクリスマスプレゼントが配られました。サンタクロースに扮した区長や青少年育成部会の役員が

一人ひとりクオカードを手渡し。お父さんとプレゼントを受け取りに来た、北野結莉亜さん(小 1)は

「毎年クリスマス会に来てたけど、今年はなくて寂しかった。プレゼントがうれしいです」と笑顔を見

せてくれました。 

区長の文理一男さんは、「子どもたちの頑張りに応えてあげたいと思ったことと、大人たちはみんな

のことを見守っている、応援していると伝えたかった」と話してくれました。 

 プレゼントには「マスクの下はいつも笑顔で」のメッセージが添えられていました。 

 子どもたちの笑顔が、コロナで沈みがちな地域を明るくしてくれました。 

 

 

 

  

 

 プレゼントにはメッセージ 

「マスク下はいつも笑顔で」 

昨年のまくら投げは、浴衣を着て競技したとか！ 

区長の樋口伸子さんに競技会を始

めたきっかけを聞くと、「地域の子

どもに催しへ参加してほしかったん

よ。子どもを知るきっかけにもなる

し、一緒に親も参加するでしょう。

後継者の育成にもつなげたいと思っ

て。意外にたくさん子どもさんがお

るんよね」とのこと。 

「年に２～３回あったらいいねぇ」 

お買い物中にコーヒーブレイク 

感染対策のため 

ナイロン手袋をはめて競技 

今年度１０区は、地区のコミュニティ推進委員を「ふるさと創生部」

「体育部」「福祉部」に改編しました。これにより役割分担ができ、こ

うした催しやサロン活動が、よりやりやすくなったそうです。さらに今

回は若い世代からも、「手伝うよ」と参加があったようで「今後は青年

部を作るのが目標！」と意気込まれていました。 

～第７区 小学生へのクリスマスプレゼント～ コロナ禍でも 地域の子どもに 笑顔を 

～ 大野第１０区 ふれあい市場 ＆ Ｕ(アンダー)６０競技大会 ～ 
子どもたちを 知って！ つながる！ 


